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日本の現状 
 

日本は本当に独立国なのでしょう

か？ 

 

１９５２年発効のサンフランシスコ

平和条約で日本は表面的には確かに独

立しました。 



3 

 

では実質的／軍事的にはどうでしょ

う？ 以下の図は、日本にある在日米

軍基地・施設です。全国計 131施設・

区域 1,024,401千㎡、これは東京ド

ーム２万個超の広さです。 
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1 
 

1 この数字には、日米地位協定第２条第４項(b)に基

づき、米軍が一定の期間を限って使用している施設

及び区域を含みます。 在日米軍施設・区域（専用施

設）の面積は、306,226 千㎡。東京ドーム換算で

6,550 個弱となります（計算式は 306,226,000÷

46,755=約 6,550）。 情報ソースは防衛省 HP（平成

２７年１０月時点）の「在日米軍施設・区域別一

覧」および「在日米軍施設・区域（専用施設）都道

府県別面積」。 なお一定期間の使用についての注意

書きはｗｅｂ頁へ。 

https://www.j15.org/Picturebook-Choice/3.htm
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首都圏の空は、その大部分が米軍の管

制下です2。横田空域は１都８県（東京

都、栃木県、群馬県、埼玉県、神奈川

県、新潟県、山梨県、長野県、静岡

県）に及んでいます。 

 

 

2 この図はＨＰ「首都圏の空域について」を参照し

た。日本が独立国ではないという追記の注はｗｅｂ

頁へ 

http://dmcr.web.fc2.com/
https://www.j15.org/Picturebook-Choice/4.htm
https://www.j15.org/Picturebook-Choice/4.htm
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これで独立国と言えるでしょうか。

僕にはそうは見えません。日本は軍事

基地に占領された、いわば米国の保護

国ではないでしょうか。 

 

もちろん、保護国であることは「悪」

ではありません。日本人が特に選択を

しなければ（＝選択をしないという選

択）、これからもこの状態は続いていく

ことでしょう。 

 

▼今後とも米国の保護国であり続ける。    

―選択１ 



7 

 

さてあなたがもし日本国のリーダー

だったらと想像してみてください。政

治家に限らず、最高裁判事でも大メデ

ィアの社長でも検事総長でも事務次官

でも、日本国をまとめ導き、意思決定を

するような立場だと。 ・・・そんなあ

なたは、目の前に米国の軍事基地があ

って米国から何か要求されたとき、断

ることができますか？  
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・・・もちろん、出来るでしょう。何

しろあなたはとても勇敢な方なのです

から。でも日本のリーダーたちの中に

は、あまり勇敢ではない方もいるかも

知れません。 

3 

米国には一切そんな気持ちが無くて

も、首都圏を囲む軍事基地を怖がって、

つい心にもないことをしてしまう、そ

 

3 この絵は「負ける喧嘩」の 1 シーンです。 

https://www.j15.org/LifeDeath/Picturebook-LostFight/index.html
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んな臆病なリーダーの方だって、中に

はいらっしゃるかもしれませんね。 

 
 

日本の米国化 
 

さて日本の様々な分野のリーダーた

ちが在日米軍を怖がって、米国の言い

なりになったり米国のご機嫌取りをし

たり、そんな悲しいケースを想像して

みましょう4。きっと日本の米国化とい

 

4 怖がって言いなりになったり、ご機嫌取りをした

りする心理については絵本「銃口の前」をご参照く

ださい。なお「米国には一切そんな気持ちが無くて

も」と書きましたが、その逆の場合が無いと主張す

るものではありません。 

http://www.j15.org/Picturebook-Gunpoint/index.html
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う圧力が生まれるのではないでしょう

か。社会・システム・道徳・宗教・法律・

言語、食料、医療、教育など、それはあ

らゆる分野を含むでしょう。 
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もちろん米国の方が、日本よりもは

るかに優れている分野はたくさんあり

ますね！ 

 

一方であまり米国のマネをしたくな

いこともあるでしょう。 

5 
 

5 銃社会の善悪について主張するものではありませ

ん。 
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米国化の圧力は（米国が積極的に望

まなくても）、日本が米国の保護国で

あり、米国にゴマをすりたい日本のリ

ーダーがいれば、いつでも発生するか

もですね。そこで、こんな選択肢が生

まれます。 
 

▼日本を進んで米国化させるのか・さ

せないのか。どの分野を米国化し、どの

分野に関しては米国化の圧力に抵抗す

るのか6。―選択１の A 

 

 

6 抵抗といってもそこには様々な選択があります。

例えば日本の米国化に命がけで抵抗するのか、職を

賭して抵抗するのか、単に匿名の SNS で抵抗意見を

述べるのかなど。 
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7
 

 

 

日本の国益 
 

悲しい想像を続けます。 ●もし米

国が自国の国益を優先し、●日本のリ

ーダーたちが臆病であれば(ゴマをす

 

7 この絵は、絵本「国破れて」から。 

http://www.j15.org/Picturebook-LostWar/index.html


14 

 

りたければ)、米国の国益は、日本の国

益に優先されてしまうでしょう8。 

 

 

 

保護国の身分で国益が犠牲になるの

は、ある程度、仕方が無いことかも知れ

ません。それでも我々日本人が自分た

ちの伝統・文化・生活を守りたければ、

 

8 この絵は「誰がための競争」からアレンジしまし

た。 

http://www.j15.org/Picturebook-Economy/index.html


15 

 

次の選択肢を意識する必要があるでし

ょう。 

 

▼どの分野に関しては、米国や臆病な

リーダーたちからの圧力に抵抗し国益を

守り、どの分野に関しては妥協するのか9。  

―選択１の B 

 

戦争協力 
 

戦争に関しても想像してみましょう。

米国は建国の過程も含めて、実に多く

 

9 抵抗や妥協の方法・程度について様々な選択肢が

あることは、前頁の注の通りです。 
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の戦争を行なってきています10。●もし

米国が日本の戦争参加を望み、●日本

のリーダーたちが臆病であれば（ゴマ

をすりたければ）、米国の戦争への参加

圧力が高まる11でしょう。 

12 

 

10 アメリカの戦争と外交政策 
11 米国に限らず、紛争当事者が「正義の為に悪と戦って

いる」という意識を持っている場合、紛争への参加圧力は

とても高くなるものです。 その圧力に抵抗することは、

文字通り命がけの選択となるかもしれません。絵本「やる

か・やられるか」をご参照下さい。 
12米軍への給油活動に関する善悪を主張するものではあり

ません。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E3%81%AE%E6%88%A6%E4%BA%89%E3%81%A8%E5%A4%96%E4%BA%A4%E6%94%BF%E7%AD%96
http://www.j15.org/Picturebook-KillorKilled/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-KillorKilled/index.html
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そこにはこんな選択肢がありますね。 
 

▼米国の戦争に、拒否も含めて、日本

はどれだけ積極的に協力するのか。参

戦の原則、判断をどうするのか。     

―選択１の C 

 

 

日本の現状を変更する 
 

米国は現時点で軍事的には世界最強

国です。けれど永遠に最強国であると

いう保証はありません。また米国への

反感が強まれば強まるほど、米国の一

部と目される日本がテロなどの攻撃対
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象となる危険も高まるでしょう。つま

り、米国の保護国であり続けることに

はマイナス面もありそうです。それを

思うと米国の保護国をやめる選択も浮

上しますね。ここで保護国をやめる２

つの選択肢を示しましょう。 

最初の選択肢です。 

 

▼日本国をアメリカ合衆国 51番目の州

とする。―選択２ 
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日本人に米国の選挙権はなく在日米

軍を日本人がコントロールすることは

出来ません。そこで在日米軍を自国の

軍隊にするために日本を米国にしてし

まえ、ということです。こうすれば気に

入らないことがあれば有権者として米

国議会に陳情することができます。米

軍兵士にレイプされれば米国民として

訴えることも出来ます。 
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とはいえ、この選択肢の実現可能性

は（将来、日本が今以上に米国化すれば

別ですが）現時点では低いでしょう。日

本人が米国民となれば、米国の投票権

を持つ人間が 1 億人プラスされること

となり、米国の政治状況は大いに変わ

ってしまいます。たとえ日本人が望ん

でも米国から拒絶される可能性が高い

のです。そしてもちろん、日本国の廃止

を望まない日本人の方が今はまだ圧倒

的に多いでしょう。 

そこで米国の保護国をやめる場合の、

もう一つの選択肢です。 
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▼在日米軍基地を返還してもらい、実

質 的 ／ 軍 事 的 に 独 立 す る 。             

―選択３ 

 

  

 

しかし、これも簡単ではありません。 

そもそもどうやって在日米軍基地を

無くすのか／米軍基地が撤退した後の
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国防をどうするのか、よくよく考える

必要があるのです。 

ではまず基地を無くすために、どの

ような選択肢があるのか考えてみまし

ょう。さあ、どうすれば在日米軍基地を

なくせますか？ 
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在日米軍基地の返還の方法 

 

まず誰でもすぐに思いつく方法です。 

 

▼在日米軍基地を力づくで、追い出す。              

―選択３の A 

 

自衛隊の実力行使や個人／グループ

のテロ攻撃で、米軍基地を力づくで排

除するという選択です。しかしこれは

どうも考えても、現実的ではありませ

んね。相手は世界最強の軍隊なのです

から。 
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次に考えられるのは法的な手段で

す。在日米軍基地は、日米安保条約

（と日米地位協定）13を法的な根拠と

して存在しています。日米安保条約を

廃棄すれば、あるいは米軍基地は撤退

 

13日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全

保障条約 日米地位協定 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/usa/hosho/jyoyaku.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/usa/hosho/jyoyaku.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/usa/sfa/kyoutei/index.html
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してくれるかも知れません。それを裏

付ける発言もあります。14 

 

▼安保条約の廃棄、または改定によっ

て、米軍基地を平和に返還してもらう。     

―選択 3の B 

 

しかしこれだけでは失敗する可能性

もありますね。たとえばキューバにあ

 

14「米国はどこに居ようとどこに基地を持とうと、そ

れはそれらの国々から招かれてのことだ。世界のど

の米軍基地でも撤去を求められているとは承知して

いない。もし求められれば恐らく我々は撤退するだ

ろう」と述べた（ダナ・ペリノ発言、「恒久的基地は

世界のどこにもない」AFP 通信電）。（ウイッキペデ

ィアより） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%96%93%E3%81%AE%E7%9B%B8%E4%BA%92%E5%8D%94%E5%8A%9B%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%96%93%E3%81%AE%E7%9B%B8%E4%BA%92%E5%8D%94%E5%8A%9B%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E6%9D%A1%E7%B4%84
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る、グアンタナモ米軍基地。米国とキュ

ーバは長く敵対関係にありましたが、

キューバにある米軍基地を米国は返還

していません。 

 

 

 

もし日本が安保条約を廃棄すれば、

米軍基地が返還される可能性はどの程

度あるのでしょう？ おそらくそれは

米国次第でしょう。つまり、米国が自ら
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望まなければ難しいのではないでしょ

うか。もし法的に無理やり米軍を追い

出すことが可能だったとしても、その

後の日米関係がどうなるのかも心配で

す。 この選択に実効性を持たせ、米国

と良好な関係を保ちたいと願うなら、

相当な工夫が必要なのです。 

では次に、その工夫について考えて

みましょう。米国に自発的に基地を返

還してもらうための工夫です。 

 
 

米国民との協調 
 

 米国に自発的に基地を返還してもら
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うためには、米国民（さらには世界の

人々）からの支持が大切ですね。そこで

以下の選択肢が生まれます。 

 

▼米国なり世界の世論へと訴える15。         

―選択３の Bの(1) 

 

15 米国なり世界の世論へ訴えることは、（規模の大小

はあるにしろ）個人の選択で出来ることだ。ネット

もパソコンの翻訳機能もあるのだから。さらに言え

ば米国の個々の政治家の発言を見ていると、まだ少

数派だとはいえ、全世界に展開する米軍基地の必要

性を疑問とする声も生まれて来ている。 日本から基

地返還の声を上げることは、彼ら少数派の政治家へ

の後押しとなるだろう。 
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きっとたくさんの方が、日本全国に

米軍基地があることをまだご存じでは

ないでしょう。 
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幸い米国は自由と民主主義とさらに

は公正さを大切にする国です。 
 

 

 

他国の軍地基地に首都圏まで包囲さ

れていたら、独立国とは言えません。米

国を悪者にしないように細心の注意は

払うにしても、「日本の自由と民主主義

のために独立させてください」と米国

世論へ働きかけることは、有効な方法

でしょう。そしてこの手法は世界が平
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和になって行けば行くほど、どんどん

と効果的になって行きます。そこでこ

んな選択肢があることに気が付きます。 

 

▼在日米軍基地返還のために、周辺地

域の安定を図り積極的に世界を平和に

していく。16 ―選択３の Bの(2) 

 

周辺地域の安定も世界平和の実現も

米国の世論への働きかけも、通り一遍

の努力ではできません。すぐに効果が

出なくても、何十年でも訴え続けて行

 

16 平和の絵本の運動は「積極的に世界を平和にして

いく」という、筆者の選択に他ならない。 
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く覚悟が必要です。 

 

さて米国民の支持を取り付けるため

には、米国民の気持ちになって考える

必要がありますね。ここで米国民の気

持ちを想像してみましょう。在日米軍

基地を返還するにあたって、米国民は

どんな心配をするか、何が障害になり

うるのか？ 

 
 

経済的な問題 
 

まずは経済的な問題です。日本に基

地を置くことで利権その他でバンバン
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儲かるとなれば、米国民の一部（利権関

係者）は基地を返還したくはないでし

ょう。 

 

でもお金の問題なら、お金で解決で

きるものです。  

日本に基地を置くことで、利権その

他で儲かって笑いが止まらないという

状況がもしあるとすれば、それに抵抗

していく必要がありますね。 そのた

めには我々日本人の日ごろからの努力
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／覚悟が必要となります。さらには米

軍基地を返還することに関して、少し

移転費用に色を付ける、といったこと

も考える必要があるかも知れません。   

次の選択肢が存在するでしょう。 

 

▼在日米軍基地移転に伴う、広範囲な

経済問題を積極的に解決していく。―

選択３の Bの(3) 

 

どうすれば米国が経済的に喜んでく

れるのか、どこまで日本は払えるのか。

この辺りは交渉事です。米国はフェア
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ネスを重んじる大国です。もしかした

ら経済的な問題など無視して、大所高

所の観点から撤退してくれるかも知れ

ません。 

米国民の気持ちへの想像を続けまし

ょう。 

 

宗教的な問題 
 

次にあるのは、宗教的な錯覚の問題

です。米国人の多くはキリスト教徒で

す。そして聖書には異教徒を敵視する

かのような記述が数多くあります。そ

んな記述を誤読して「日本人は異教徒
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という悪」と錯覚してしまう方がいら

っしゃったら、どうでしょう？  
 

 

●ただ主ひとりのほかに、ほかの神々に

いけにえをささげる者は、聖絶しなけれ

ばならない。（出エジプト 22:20 この引

用は新改訳から。新共同訳では、22:19） 

●あなたは彼らの神々を拝んではなら

ない。仕えてはならない。また、彼らの

風習にならってはならない。これらを徹

底的に打ちこわし、その石の柱を粉々に

打ち砕かなければならない。（出エジプ

ト 23:24） 

●それであなた方は、その地の全ての住
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民をあなた方の前から打ち払い、彼らの

石像をすべて打ち壊さなければならな

い。彼らの鋳物の像をことごとく打ちこ

わし、彼らの聖なる高きところをすべて

滅ぼし尽くすように。（民数 33:52） 

●同じ母の子である兄弟、息子、娘、愛

する妻、あるいは親友に、「あなたも先祖

も知らなかった他の神神に従い、これに

仕えようではないか」とひそかに誘われ

ても、その神々が近隣諸国の民の神々で

あっても、地の果てから果てに至る遠い

国々の神々であっても、誘惑する者に同

調して耳を貸したり、憐れみの目を注い
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で同情したり、かばったりしてはならな

い。このような者は必ず殺さねばならな

い。（申命 13:7-10 これは新共同訳より

引用。新世界訳では 6-9が対応。） 

●・・・あなた方の知らなかった神々に

付いて行くのであれば、呪いを。（申明

11:28） 

●その者が行って、他の神々を崇拝し-

略-そのような男や女をあなたの門のと

ころに引き出し、その者を石で石打にし

なければならない。その者は死ぬのであ

る。（申明 17:3-5） 

●なぜお願いするかと言えば、人を惑わ
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す者、すなわち、イエス・キリストが人

として来られたことを告白しない者が

大ぜい世に出て行ったからです。こうい

う者は惑わす者であり、反キリストです。

（ヨハネ第二 7） 
 

 

もちろん錯覚は錯覚にすぎません。

日米間の交流を進めていくだけでも錯

覚に働きかけることが可能です。実際

に会えば、相手が何か得体の知れない

「悪」などではないと自然に実感する

ものです。幸い両国の間には深い交流

があり、「日本人は異教徒であり悪だ」

という錯覚を持つ方は、もしまだいら
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っしゃったとしても減少しつつあるで

しょう。 
 

 

とはいえ錯覚の危険に積極的に対応

していくという選択肢は当然、存在し

ています。  
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▼米国民の一部がまだ保持しているか

もしれない、宗教的な錯覚・誤解17へ積

極的に働きかけていく。  ―選択３の

Bの(4) 
  

 

17 ●ただの人を悪魔だと思うことは錯覚です。この

錯覚をしてしまう確率は、その人が善悪中毒であれ

ば大変に高くなります。 逆に言えば、人々の善悪中

毒へ働きかけることで、錯覚の危険を減らせます。 

平和の絵本の運動は、上記「錯覚の危険に積極的に

対応していく」という筆者の選択に他なりません 

（詳細は「善悪という怪物」をご覧ください）。●参

考絵本；「私は悪い人間です」、「愛と嘘」、「愛と

敵」、「愛を命令しないで」、「僕らは特別」、「良い子

にならなきゃ」、「神と善悪」、「宇宙の異教徒」な

ど。なおこの絵は、「不安な初対面」から。 

https://www.j15.org/GoodEvil/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-Sinner/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-LoveLie/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-LoveEnemy/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-LoveEnemy/index.html
http://www.j15.org/MustLove/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-SpecialPeople/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-BeGood/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-BeGood/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-GodGoodEvil/index.html
http://www.j15.org/Discrimination/Picturebook-Pagan/index.html
http://www.j15.org/Discrimination/Picturebook-1stMeet/index.html


42 

 

復讐の恐れ 
 

米国民の気持ちへの想像を続けまし

ょう。次は第二次世界大戦の復讐への

不安です。実はこれが一番の問題かも

しれません。というのも先の大戦での

民間人の犠牲者数は、日本は米国の数

百倍です。18 
 

 

18 第二次世界大戦の犠牲者によれば、民間人の犠牲

者は米国 1,700 人 日本 500,000〜 1,000,000

人。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6%E3%81%AE%E7%8A%A0%E7%89%B2%E8%80%85
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そして世界には「目には目を。歯に

は歯を19」という、数千年も続く古い

道徳律があります。 
 

 

19 参考；ハンムラビ法典 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%A0%E3%83%A9%E3%83%93%E6%B3%95%E5%85%B8
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それに当てはめれば、「原爆には原爆

を」となりますね。 困ったことに、日

本は科学技術大国です。原発のおかげ

で大量の核兵器の材料、プルトニウム

も持っています。人工衛星を打ちあげ

ることも出来ます。つまり日本はいつ

でもその気になりさえすれば20、米国の

 

20 「その気になりさえすれば」と書きましたが、こ

れはあくまでも言葉の綾です。 日本は核拡散防止条

約に加盟しており、 原子力の平和利用を定めた日米

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E6%8B%A1%E6%95%A3%E9%98%B2%E6%AD%A2%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E6%8B%A1%E6%95%A3%E9%98%B2%E6%AD%A2%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E7%B1%B3%E5%8E%9F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E5%8D%94%E5%AE%9A
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都市を標的とする大陸間弾道ミサイル

を作ることが可能です。 

 

  

 

原子力協定も締結しています。 人工衛星打ち上げの

技術とミサイルの技術が同じという訳でもありませ

ん。 核武装のためにはこうした問題点をクリアーし

ていくことが必要です。 

以下、ご参考まで。日米原子力協定の第八条です。 

1 この協定の下での協力は、平和目的に限って行

う。 

2 この協定に基づいて移転された資材、核物質、設

備および構成部分並びにこれらの資材、核物質、 設

備若しくは構成部分において使用され又はその使用

を通じて生産された核物質は、いかなる核爆発装置

のためにも、 いかなる核爆発装置の研究又は開発の

ためにも、また、いかなる軍事目的のためにも使用

してはならない。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E7%B1%B3%E5%8E%9F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E5%8D%94%E5%AE%9A
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はてさて「在日米軍基地を返還した

ら、原爆投下の復讐をされるかも」と米

国民が心の片隅でわずかでも思ったら、

基地の返還をしてくれるでしょうか？ 

いくら自由や民主主義のためでも、「や

っぱりやめておこう」となるのではな

いでしょうか。 

もちろん米国に復讐したいと願って

いる日本人はまず存在しないでしょう

21。「目には目を」というのは、もともと

日本文化ではないのです。それでも問

 

21 万一、あなたが米国への復讐を望むなら、絵本

「愛する人が殺されたら―復讐の相手」をぜひご一

読ください。 

http://www.j15.org/Picturebook-Revenge/index.html
http://www.j15.org/Picturebook-Revenge/index.html
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題は、それをどうやって米国民に信じ

てもらうか、です。 

 

 

 

 

この米国民のある意味当然な不安に

答えるためには、どのような方法があ

るでしょう？ 
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米国民の不安にこたえるための選択

肢です。 

 

▼原爆への復讐など夢にも考えていな

い、ということを、事実をもって示す。

―選択３の Bの(5) 

 

もし原爆作成の手段を自ら封じるこ

とが出来れば、それは大変な説得力を

持つでしょう。より具体的には次の３

つとなるでしょう。 

 

▼核兵器に作成につながる施設の全廃 
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(原発廃炉。再処理工場の閉鎖など)22 。 

―選択３の Bの(5)の a 

▼すでに手持ちしているプルトニウム

／濃縮ウランの廃棄23。 ―選択３の B

 

22 再処理工場より以下引用；「再処理工場を持つとい

う事は、IAEA の保障措置を受けていても、政治

的、社会的にその可能性が皆無であっても、実態と

は関わらず国際世論から核兵器開発疑惑を持たれ

る。 そのため日本は、日本国内を含む世界中の急進

的な環境保護団体やマスメディアから、新たに核武

装する可能性が高い国の上位にあげられている。」 
23 プルトニウムより以下引用； 「原子炉級プルトニ

ウムでも核兵器の製造は可能であるが、不安定な原

子炉級プルトニウムでは爆発装置の製造が兵器級プ

ルトニウムに比べて困難であり、 兵器としての信頼

性にも欠けるため、通常は核兵器に用いられること

はない。 だが、原子炉級プルトニウムを高速増殖炉

（日本には、常陽ともんじゅがある）に装填して原

子炉の運転をすると、 その炉心の周囲にあるブラン

ケットという部分で高純度の兵器級プルトニウムが

産出される。」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%8D%E5%87%A6%E7%90%86%E5%B7%A5%E5%A0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AB%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0#cite_note-10
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の(5)の b 

▼同時に「日本は永久に核武装をしな

い」という宣言を行なう。―選択３の B

の(5)の c 

 

核兵器作成の手段を自主的に放棄し、

核武装の放棄宣言を行なえば、米国が

持っているかも知れない不安―いつか

日本に原爆投下の復讐をされるのでは

ないか―を消し去ることができます。 

そしてこの選択は、原爆の被害を経

験し福島の事故を経験した日本国民に

とっては、それほど難しいものではあ
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りません。24 

 
 

 

24 「日本国民にとってはそれほど難しい選択ではな

い」旨を書きましたが、それはあくまでも一般日本

国民にとっての話でしょう。 日本にも米国にも日本

の原子力産業で利益を得ている方々がいます。真偽

は不明ですが、日本の原発の使用済み核燃料が米国

の劣化ウラン弾の原料となっているという噂もあり

ます（劣化ウラン弾 日本製などのキーワードで検

索ください）。 また次ページで書く、核廃絶の流れ

を好まない方もいるでしょう。つまり（状況次第で

はありますが）政策決定者にとっては、難しい選択

なのかもしれません。 
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また全世界へ与えるインパクトは巨

大なものとなり、それは世界の核廃絶

の流れを加速するでしょう。 

しかしながら、この選択は原子力産

業に関わっている方にとっては大きな

痛みを伴います。巨大な電力会社が倒

産することを僕は望みません。大勢の

人が働いているのです。以下の選択肢

もあげておきます。 

 

▼核関連施設の廃止が社会に与えるネ

ガティブな影響を最小にする ―選択

３の Bの(5)の d 
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さてもう一つ、重要な選択肢が存在

します。 

前述のとおり宗教的な誤解から、「日

本人は悪」という錯覚が存在している

可能性25があります。この錯覚は狭義の

宗教的誤解にとどまらず、先の大戦の

いわば後遺症としても存在しています。 

 

25 繰り返しになりますが、「他者を悪だ、悪魔だ」と

錯覚する確率は、その人の善悪中毒の度合いによっ

て大きく変化するものです。 平和の絵本では、善悪

という怪物（＝心理トリックの集合体）の支配から

人々の意識を解き放つことで、世界を変えることを

目指しています 
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もし米国民の一部が、「日本人は本

質的に悪だ、悪魔だ」という錯覚を保

持していたなら、なかなか米軍基地の

自発的な返還を期待することは難しい

でしょう。実際、米国の世論調査でも

日米安保条約の目的は「日本の軍事大

国化防止」４９％、「日本防衛」１
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２％となっているそうです。26  

ここから生まれるのが次の選択肢で

す。 

▼日本国の「平和ブランド」を一層推進

し活用する。―選択３の Bの(6) 

 

 

26ウィキペディア「日本国とアメリカ合衆国との間の

相互協力及び安全保障条約」より以下引用； 「1990

年（平成 2 年）3 月、在沖縄米海兵隊司令官ヘンリ

ー・スタックポール（Henry C. Stackpole, III）少将

は「米軍が日本から撤退すれば、すでに強力な軍事

力を日本はさらに増強するだろう。我々は 『瓶のふ

た』 のようなものだ」と発言し、日本を抑止する必

要があるとの見解を示した。 1999 年（平成 11 年）

のアメリカの世論調査では、条約の目的について

「日本の軍事大国化防止」49％、「日本防衛」12％と

なった。」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%96%93%E3%81%AE%E7%9B%B8%E4%BA%92%E5%8D%94%E5%8A%9B%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E6%9D%A1%E7%B4%84#cite_note-8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%96%93%E3%81%AE%E7%9B%B8%E4%BA%92%E5%8D%94%E5%8A%9B%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E6%9D%A1%E7%B4%84#cite_note-8


56 

 

弱者が常に強者の言いなりであればバ

カにされるものです。同様に常に米国

の言いなりになって、日本が戦争協力

をしていては「無原則である」として

バカにされるでしょう。会社の上司と

部下の関係を想像してみてください。 
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これでは何百年間、米国の戦争に協

力をし続けても、どれほど日本人の若

者たちの血を流しても、「日本人は本質

的に悪だ、悪魔だ」という錯覚を打ち破

ることはできません。27 

そこで日本国が持つ平和ブランドを

徹底的に利用するのです。この平和ブ

ランドは現代日本が７０年間育ててき

たものに他なりません。 

 

27 善悪という怪物（＝善悪という言葉と一体化し

た、潜在意識に潜む心理トリックの集合体）の支配

から人々の意識を解き放つことが出来れば、 「誰か

が悪だ、悪魔だ」という錯覚は自然に消えるでしょ

う。弱者が強者の言いなりになっていても、です。 
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28 

 

28 ●日本文化では他者への思いやり・気配りが重視

され、交渉においても自己主張は避けられがちで

す。 しかしながら西洋の方を相手に、日本式の交渉

をすればバカにされる可能性が大きいでしょう。正

直で率直な自己主張がとても大切だと考えられてい

るからです。 つまり、米国に言われるままに、（そ

の気もないのに）戦争協力を続けてもバカにされる

だけ、となるかもしれません。 （こうした異文化間

の誤解については、絵本「リンゴ異文化騒動記」を

ご参照ください。）  

https://www.j15.org/Picturebook-Apple/index.html
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●自己主張が大切だと書いたこととやや矛盾します

が、日米交渉は決して対等な土俵で行われるもので

はありません。 P.3～4 で見てきた通り、日本の首都

圏は米軍基地で囲まれています。 東京の空も米軍管

理。米軍関係者は日本側のチェック無しで米軍基地

から出入りできます。つまり理論的に米国はいつで

も実力行使することが可能です。 一方で自衛隊はワ

シントンに基地を持ってはおらず、実力行使の方法

を持ちません。 この圧倒的な立場の差を考えると、

米国に逆らう「選択／自己主張」をすることは簡単

ではありません。つまり絵本に記した選択は、状況

次第では大変に難しい選択です。 誤解を避けるため

に申し上げますが、筆者は米国が実力行使をすると

言っているのではありません。しかしながらその可

能性を想像するだけで、日本側に大きなプレッシャ

ーが生まれてしまいます。 （参考絵本「銃口の

前」） 

https://j15.org/Democracy/Picturebook-Gunpoint/index.html
https://j15.org/Democracy/Picturebook-Gunpoint/index.html
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「なんて日本人は公正で平和を愛す

る民族なんだ！ 日本人が悪だという

のは全くの思い違いだった。こんなに

立派な人々を基地で抑え込むのはバカ

バカしい！」と思ってもらえたとすれ

ば、基地の返還もよりスムーズに進む

ことでしょう。 

それを考えると米国（に限らず国連

も含めて他国）の戦争にどこまで協力

するのか、よくよく考えなければなり

ません。以下を意識的に選択する必要

があるのです。 

 



61 

 

▼給油活動などの後方支援をどこまで

するか・しないか。戦費は出すか・出さ

ないか。国連や多国籍軍の活動に派兵

するか・しないか。 

―選択３の Bの(6)の a 
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とはいえ一切海外に派兵しないこと

には、マイナス面も存在します。たとえ

ば戦火にあえぐ他国の人々を「見殺し」

にすることにつながるような場合です。 

「お前ら日本は自国だけ平和ならそ

れで良いのか！」という批判を受ける

かもしれません。あるいは戦場に取り

残された日本人を海外から救出するこ

とも、派兵なしでは難しいこともある

でしょう。 

一方でもちろん、派兵などをしなく

ても国際貢献する道は無限に存在して

います。 
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憲法問題 

 

さて平和ブランドといえば平和憲法

ですね。しかしながら現状、憲法を巡っ

ての議論はかなり混乱しているようで

す。以下、憲法９条に関する意見を整理

してみました。 

 

[護憲派] 

平和憲法のおかげで日本は戦後７０年間、

戦争をしないで済んだ。 平和憲法は日本

の宝だ。世界へ平和憲法を輸出しよう！ 

集団的自衛権は違憲だ。 
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[改憲派] 

押し付け憲法は日本人のものではない。憲

法制定は GHQ 占領時であり、そもそも無

効だ。 日本が戦後７０年間戦争をしなか

ったのは憲法のおかげではなく、自衛隊と

安保条約（在日米軍基地）が日本を守って

くれたからだ。 

非武装で日本が守れるか。憲法 9 条は非現

実的だ。 集団的自衛権が違憲だというな

ら、そもそも自衛隊も違憲だろう。それを

言わないのはご都合主義だ。 憲法を守っ

て国が亡んだらどうするんだ？ 
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あなたは、どちらに賛成されます

か？ 

実は僕はどちらの意見にも賛成して

います。両者の意見は、一つの物事を違

う角度から見ているだけであり、本来、

対立する意見ではありません。 

ご説明しましょう。29 

 

29 [注]2023.5 記 

 護憲論・改憲論の他に「憲法無効論」も存在しま

す。 これは、上記改憲派の意見「憲法制定は GHQ

占領時であり、そもそも無効だ」をより徹底したも

のといえるでしょう。以下、ご参考までに時系列を

記します。 

１９４５年８月１５日 玉音放送（終戦記念日） 

同年９月２日 休戦協定（降伏文書）調印 以

降、日本国の主権制限 

１９４６年～１９４８年 公職追放 （GHQ の指

令で特定の関係者が公職に就くことを禁止され
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た。対象は２０万人超） 

１９４６年４月１０日 第２２回衆議院総選挙  

前議員の多数が公職追放に該当して出馬を断念。

当選議員の中にもその後に公職追放に該当すると

の通知を受けて議員辞職した者がいた （参照；

第 22 回衆議院議員総選挙）。 

１９４７年５月３日 日本国憲法施行 

１９５２年４月２８日 サンフランシスコ平和条

約公布 日本国の主権回復。また同日に日米安保

条約が発効している。 

以下、サンフランシスコ平和条約の第一条です。 

日本国との平和条約 第一条 

（ａ） 日本国と各連合国との間の戦争状態は、第

二十三条の定めるところによりこの条約が日本国と

当該連合国との間に効力を生ずる日に終了する。 

（ｂ） 連合国は、日本国及びその領水に対する日

本国民の完全な主権を承認する。 
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まず日本が冷戦時代も含めて、他国

に侵略されずに済んだのは、（他国の友

情と）自衛隊と安保条約／在日米軍が

日本を守ってくれたからであり、平和

憲法のおかげではありません。しかし

ながら、日本が米国の保護国の身分で

ありながら米国の戦争（朝鮮戦争・ベト

ナム戦争・湾岸戦争・イラク戦争など）

に派兵しないで済んだのは、平和憲法

のおかげでしょう。 

さらにこれについては、「米国に押し

付けられた」ことがプラスになってい

る可能性があります。 
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つまり、「占領者に押し付けられた、

本来は無効な憲法」だからこそ、実質占

領下の日本で利用価値があるのです。 

次に平和憲法の非武装・非戦の誓い

についてです。これは素晴らしい理想

であり、この理想を世界へ輸出するこ
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とには僕も大賛成です。世界中の国々

が非戦を誓えば、それは現実となるで

しょう。しかし今の時点で非武装とす

ることは確かに非現実的ですね（後述

します）。 
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それから違憲問題です。まず憲法９

条の条文を見てみましょう。 
 

１）日本国民は、正義と秩序を基調とする

国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる

戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、

国際紛争を解決する手段としては、永久に

これを放棄する。 

２）前項の目的を達するため、陸海空軍そ

の他の戦力は、これを保持しない。国の交

戦権は、これを認めない。 
 

 これを素直に読めば、集団的自衛権も

自衛隊もどちらも違憲です。合憲だと

することは法治主義に反し、ご都合主
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義であることは間違いがありません。

また憲法は本来、日本国なり日本国民

のために存在するものです。憲法を守

ることよりも、日本国や国民の命を守

ることの方が、はるかに大切なのはい

うまでもありません。 

 このあたりの矛盾に関しては、僕自

身は米国占領下のコストの一つといっ

た理解をしています。そもそも他国に

軍事基地に占領された国に、完全な法

治主義・民主主義・国民主権などを期

待する方が無理ではないでしょうか？ 

それらの結構な「主義」は、占領軍が
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許す範囲でという条件付きのもので

す。 

 いかがでしょうか。護憲派と改憲派

の意見は決して対立するものではない

こと、ご理解いただけたでしょうか。 
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自主憲法 
 

平和ブランドの話に戻ります。 

上記を見る通り平和憲法は日本の平

和ブランドのために役立ってはいます

が、同時に押し付け憲法であり、ご都

合主義の源でもあり、決して完全なも

のではありません。そこでより平和ブ

ランドを強化するために、自主的に憲

法を制定するという選択肢が浮上しま

す。 

▼平和主義を掲げた自主憲法を制定し、

日本国民の意志を内外に示す。―選択

３の Bの(6)の b 
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それは次のようなものでしょうか。

中身については大いに議論を盛り上げ

たいものです。 

１）日本国民は、国際平和を誠実に希求し、

非武装・非戦をその理想とし、武力の行使

は、自衛目的を除き、永久にこれを放棄す

る。 

２）前項の目的を達するため、専守防衛を

旨とし、攻撃型の戦力および核兵器は保持

しない。他国からの持ち込みも禁止する。 
 

現状の平和憲法は米国が作ったもの

であり、「米国様が作った憲法の制約が

あって戦争は出来ません」という受け
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身のスタンスを超えるものではありま

せん。そこに日本国民の意志・主体性は

なく、平和ブランドとしてはまだ弱い

のです。対米交渉の言い訳に使用する

ことはできますが、戦後７０年も経て

ばその魔力も弱まります。 

さらに言えば自衛隊を違憲だと言わ

ないのですからご都合主義であること

は明らかであり、そのご都合主義は結

果的に「解釈改憲」の余地を生みます。

解釈改憲を拡大して行けば、憲法その

ものが無意味なものとなります。 

 しかし平和主義を掲げた憲法を、日
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本国民の大多数が自主的に選択したな

ら、その時は、「いいえ、派兵はできま

せん。それは日本国民の意志です。解釈

改憲の余地などありません」と主張で

きます。そしてそれは「だってあなたが

押し付けた憲法ですから」よりも、はる

かに説得力があるでしょう。30 

 

30 [注]2023.5 記 

 この絵本は 2015 年秋に発表したものです。「自主

憲法の中身に関して大いに議論を盛り上げたい」と

書いたこともあり、 絵本の発表後、ネットで数十万

円を掛けてこの絵本を広告し、 またメルアドの分か

る衆参の国会議員数百人をはじめ、数千人の著名人

他に本絵本をメールでご紹介しました。 結果、民間

個人の方からわずかばかりの反応を頂きましたが、

政治家の方からの反応は皆無でした。 この絵本への

反応が無いからどうだということではありません

が、 過去８年間で（日本独立という視点からの）議
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論は全く盛り上がっていないというのが筆者の実感

です。 

 本絵本の最初に、現代日本は米国の実質的占領下

かもとお話しています。また 2022 年度の日本の報道

の自由ランキングは７１位だそうです（ランキング

の基準は未確認です）。はてさて報道の自由が少な

い、実質的に占領下の国で、「大いに議論を盛り上

げ、国民の意志を示し、 独立の選択を見据えた自主

憲法を作成する」選択など、そもそも可能なのでし

ょうか。 ・・・不可能では無いにしても、その選択

は相当に難しそうです。 お立場によっては大きなリ

スクもあるでしょう。 何かブラックスワン（予期

できない重大事）でも起きれば別ですが、相当に長

い時間軸を前提に考える必要がありそうです。（一方

で、読者の方々がそれぞれのお立場や方法で議論を

進めるという選択肢はむろん存在しています。） 

https://eleminist.com/article/2111
https://eleminist.com/article/2111
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31  
 

31 [注]2023.5 記 憲法無効論 
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●「初めから無効なものは改正しても無効」 ・・・そん

な憲法無効論の立場に立てば、上記は「あなたが作った憲

法はもうありません」となるでしょう。 

●スジ論としてではなく、あくまでも対米独立の方法論の

一つとして考えたとき、憲法無効論を声高に唱える事には

マイナス面がありそうです。 つまりそれを聞いた米国の

一部の方は不快感・警戒感を持つかもしれません。ですの

で、その時期が来るまで無効論はむしろ（日本側の）心の

中に秘めておくことかもしれません。 （むろんこれは必

ずそうだという事ではなく、相手次第であり、力関係もあ

り、時と場合によることです。） 

●こんなことを言うとお叱りを受けるかもしれませんが、

無効論には大変に便利な面もありそうです。それは手続き

が不要ということです。 「現行憲法を無効にする」ある

いは「現行憲法を改正する」のは大変な手間であり時間も

掛かりますが、「もともと無効なものを無効とする」ため

に必要なことは認めることだけです。 個人としては認め

るだけ。国全体として考えれば、無効宣言でしょうか。つ

まり宣言一つで済む話です。 

 ―それで何が便利なのか？ 

 筆者が考えるのは突然の独立という、いわば非常事態へ

の対応です。実は最近、米国の中でも海外に展開する米軍

基地は必要なのかという疑問を表明する政治家が出現して

います （トランプ前大統領、ロバート・F・ケネディ・

ジュニア氏等）。米国の国力も大きく低下しています。 つ

まり米国が米国の都合で在日米軍基地を突然閉鎖し撤退す

るという事態が生じるかもしれません。 その時、たまた
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まどこかの国が日本を侵略しようとしたら？ 

 ・・・そんな一刻を争う非常事態での国防を想定する

と、（憲法９条の精神を体現し戦わずに国土も財産も差し

出すという選択をされる方もいらっしゃるでしょうが）憲

法改正では間に合いません。 現行憲法の無効宣言をすれ

ば、とりあえず自衛隊に国を守ってもらう事がそれほど無

理なく可能となります。 

 逆に言えば、「米軍がいなくなったら、どうやって国を

守るんだ！？ すぐに憲法を変えろ！」と焦らずとも済み

ます。 つまり、じっくりと議論を尽くすことが出来るで

しょう。 
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返還方法のまとめ 
 

在日米軍基地返還のための選択肢

をまとめます。 

 

●米軍基地の返還は、力づくでは（軍

事的にも、法律的にも）難しいだろう。 

●米国との交渉では、米国を悪者に

しないように細心の注意を払いつつ、

自由と民主主義のためであることを全

面に出し、自主的・平和的な返還を促す。 

●日本の「悪イメージ」を払拭する。

そのために、自主的な平和憲法制定・参

戦拒否などで平和イメージを徹底的に
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推進する。 

●核武装の手段を放棄し、米国民の

一部が持つかもしれない、原爆の復讐

への不安を払拭する。 

 

極端な言い方をすれば、現代日本は

米国が７０年前に力で打ち破り、その

まま軍事基地で抑え込んだ／保護した、

異教徒の、異人種の国に過ぎません。 

それがどのような選択であっても、

日本が国として確固とした意志を持つ

めには、国民一人一人が「今は他国の占

領下／保護下だ」という自覚を持つこ
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とが必要です。一部の傑出した政治家

の存在だけでは独立など出来ません。

一人の政治家が失脚しても、すぐに次

の政治家が同じ政策を引き継いでいく。

国民もそれを強力にサポートしていく。

日本国民がそんな覚悟を持てなければ、

国家としての選択など出来るはずがあ

りません。 

さらにいえば、平和な方法は時間が

かかるものです。何十年・何百年単位の

長い時間が必要かも知れません。すぐ

に結果など出ないでしょう。世界中の

多くの植民地が独立を勝ち取るまで何
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百年とかかったことを忘れないでくだ

さい。 

 

一方で希望もあります。 

平和に自主的に米国が在日米軍基地

を日本へ返還することは、米国にとっ

ても大変なイメージアップとなり、テ

ロ対策として考えても、とても効果的

です。 

上記の努力は、そのまま世界平和へ

とつながるものです。決して無駄には

なりません。 
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国防 
 

さて米軍基地の返還を希望するなら、

国防問題について考える必要がありま

すね。まず軍事的な緊張についてです。 

 
 

軍事的な緊張 
 

周辺諸国から現代日本に関して「軍

国主義の復活」といった懸念が示され

ることがあります。しかしながら現代

日本は米国の実質的な軍事占領下で

す。他国の軍隊で占領された国の「軍

国主義」というのは、意味をなしませ
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ん。つまり現代日本に関して軍国主義

といった非難を言葉通りに受け取るこ

とは出来ず、それは極めて政治的な言

葉です。 
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ご承知の通り、米国は建国の過程か

ら（北米大陸の東海岸から西海岸へ）

ずっと拡張し続けている国です。 

 

日本の周辺諸国から見れば、怖いの

は「在日米軍基地」、つまりは米軍／
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占領者でしょう。日本／被占領者では

ありません。 

 

第二次世界大戦以降だけを見ても、

米国はほとんど常に世界中で戦争を続

けています。32 

 

32「だから米国が善だ・悪だ」ということではありま

せん。「だから米国を怖がる国・人々が存在する」と

いう話です。 
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33 

したがって在日米軍基地が撤退すれ

ば、日本周辺の軍事的な緊張は、（軍事

バランスの変化に伴う一時的な緊張の

高まりはあっても）長期的には低下す

 

33情報ソースは List of wars involving the United 

States 

https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_wars_involving_the_United_States
https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_wars_involving_the_United_States
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る可能性が高いと僕は予想しています。

とはいえこれは仮定の話であり、様々

なプレイヤーが絡むことでもあり断言

はできません。在日米軍基地が撤退す

ることで、台湾と中国の間34、および韓

 

34 ●中台問題は国共内戦に起源を持ちます。 「一つ

の中国」という原則も中華民国（台湾）、中華人民共

和国（中共）双方が「我こそは中国の正当な政権で

ある」として、もともと主張していたことです。 し

かしながら現代では「台湾の独立を中国が牽制す

る」方向に意味合いが変化しているようです （台湾

の独立を認めない中国の法律「反分裂国家法」／ 台

湾の安全保障のための米国の法律「台湾関係法」）。 

●台湾（特に独立派）にとっては、中国が掲げる

「一つの中国」は安全保障上の脅威でしょう。 その

一方で中国側は「台湾独立は我が国の安全保障上の

脅威」と考えているかもしれません （独立台湾に米

軍核ミサイル基地が出来たら、とご想像ください。 

それは中国にとってのキューバ危機のようなもので

しょう。 現在、台湾に米軍基地はありません）。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%85%B1%E5%86%85%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E3%81%A4%E3%81%AE%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E3%81%A4%E3%81%AE%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8D%E5%88%86%E8%A3%82%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E9%96%A2%E4%BF%82%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%90%E5%8D%B1%E6%A9%9F
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国と北朝鮮の間の軍事バランスにはネ

ガティブな影響が生じるかも知れませ

ん。しかしながらそれは、(少し冷たい

言い方になりますが)台湾なり韓国の

問題であり、日本が在日米軍基地の負

担を無条件に受け入れるという話では

ありません。 

 

国際関係は軍事に限るものではあり

ません。米国の保護国でなくなれば、日

本は今のようには米国に気を遣わずに、

どの国とも外交・経済・政治・文化など

様々な局面で、軍事的な緊張を低める
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ための工夫を考え実行できるでしょう。

日本は数千年間、在日米軍基地無しで

国防を行なってきたのです。拉致問題、

北方領土問題、尖閣・竹島問題なども、

現在の恐ろしく硬直的な外交だけでは

なく、硬軟使い分けたあの手・この手を

使うことが出来るでしょう。 

 

例を挙げれば、北方領土の交渉に絡

めてシベリアに核のゴミ捨て場を取得

するとか、パイプラインプロジェクト

（ロシアからのエネルギー輸入）で有

利な条件を獲得するとか、柔軟で総合
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的な交渉術です。ロシアとの関係が好

転すれば、それは中国や北朝鮮との関

係にもプラスの影響を与えます。国防

の負担は大きく減ることとなるでしょ

う。 

 

▼日本の自由な意志と発想で、周辺諸

国との交流を深め、友好関係を促進し、

国の安全を図る。35 ―選択４ 

 

とはいえ必ずうまく行くという保証

があるわけではありません。在日米軍

 

35 国連憲章の 敵国条項の削除を目指すことも、国

防・外交上の重要な選択でしょう。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%B5%E5%9B%BD%E6%9D%A1%E9%A0%85
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が撤退した途端に、「お、チャンスだ。

日本を占領しよう」などとトチ狂った

ことを考える国が絶対に出て来ないと

は言い切れません。 

 

治にいて乱を忘れず。次は防衛力に

ついて考えてみましょう。  
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防衛力の基本的な考え方 
 

 

まずは国民負担と遠距離攻撃力（他

国を攻撃する能力）の関係です。同じ防

衛力を保とうとした場合、他国への攻

撃力に比例して国民負担は小さいもの

となります。それは次のような図で表

せるでしょう。 
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周辺諸国が日本侵略を計画している

と想像してみて下さい。もし日本に強

い攻撃力があり、報復される可能性が

高ければ、周辺諸国は侵略を思いとど

まるでしょう。その最たるものが核武

装です。もし日本を侵略すれば、その報

復で核ミサイルを自国の首都に打ち込
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まれるかもと思えば侵略など出来ませ

ん。 

 

一方でその逆のケースが専守防衛で

あり攻撃型兵器（長距離ミサイル、長距

離爆撃機、攻撃型空母など。つまりは遠

くを攻撃できるものです）を持たない

場合です。攻撃力が無ければ、侵略国へ

の報復攻撃は出来ません。遠くからミ

サイルなどで攻撃をされれば、やられ

っぱなしになるだけです。 

専守防衛は侵略された時に迎え撃つ

だけですので、必然的に戦場は日本国
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内となります。侵略国とすれば日本か

らの報復も自国が戦場になる可能性も

一切心配せずに、とても気楽に攻撃す

ることが出来るのです。 

 

 

 

徴兵制の可能性についても同様です。



100 

 

攻撃力を持たずに防衛に特化すればす

るほど、防衛に必要とされる軍隊の規

模は大きくなり徴兵制の必要が高まり

ます。 
 

 

    

 

 一見、もっとも平和なイメージがあ

る専守防衛が、もっとも難しいのです。  
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ここまで読まれた一部の読者の方

は、「では出来るだけ攻撃的な軍事力

を持てばいいじゃないか」とお考えに

なるかも知れませんね。しかしながら

話はそこまで単純ではありません。日

本が持つ攻撃力は周辺諸国から見れ

ば、攻撃される可能性に他なりませ

ん。 

 

 日本の攻撃力は軍拡競争へとつなが

る可能性があるでしょう。これについ

ては比例関係が存在します。 
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 もう一つ押さえておかなければいけ

ないのは、他国との軍事同盟の問題で

す。同盟国が日本を防衛してくれれ

ば、むろん日本の防衛力は高まるでし

ょう。そこには以下のような比例関係

が存在します。 
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これだけ見れば軍事同盟は魅力的で

す。軍事同盟で防衛力・抑止力が高ま

れば、その分、国民負担を減らせるで

しょう。しかしながら一方で軍事同盟

が相互条約であれば、日本は同盟国を

防衛する義務を負います。つまり他国

の戦争に巻き込まれるリスクが高まり

ます。 
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同盟国の戦争に巻き込まれたくなけ

れば、軍事同盟を結ぶ先は出来るだけ

平和で軍事的な緊張が無い国を選ぶこ

とが重要となります。しかしながら、も

め事を抱えていない国はそもそも軍事

同盟を結ぶ必要性がありません。もめ

事を抱えている国こそが軍事同盟を必

要とするのです。 

  



106 

 

 

平和な国と無理に軍事同盟を結ぼう

とすれば、条約の内容は日本にとって

不利なものとなるでしょう。もめ事を

抱えている国と軍事同盟を結ぶのはよ

り簡単ですが、当然、戦争に巻き込まれ

る可能性が高まります。いつもテロに

狙われている国と軍事同盟を結べば、

日本もまたテロのターゲットとなって

しまうのです。 

他国と軍事同盟を結ぶ場合は、どこ

まで価値観を共有できるか（経済体制

だけではなく、先制攻撃や侵略をする

のか、互いの文化を尊重するのか等も
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有るでしょう）、どこまで信頼できるか

も大きな問題となります。 

助けてくれるものと信じていて、い

ざという時に助けてもらえなければ何

をやっているのか分かりません。 
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 テロ・戦争の原因／善悪中毒について 

 

あなたは米国の軍事・外交政策を見て、

「なんで米国はわざわざテロを増やすのだ

ろう？」と感じたことはありませんか？ 

「あんなことをやっていたならテロが増え

るのは当たり前じゃないか」と。僕は米国民

の中に次のような思考パターンがあると想

像しています（心の中は見えません。あくま

でも想像です）。 

 

 

 

そして悪をやっつけていると錯覚して、

一般市民を傷つけ・殺しているのではない

かと。 
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つまり、多くの米国民が以下のように無

限に循環する錯覚に囚われている可能性が

あると考えています。 

 

 
 

この場合、もし日本が米国とは異なる方

法で世界平和に貢献したいという意志を示

した場合、米国が日本の知恵に期待する可

能性が存在します。 
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つまり日本が自信に満ちて、「我々は軍事

力以外の方法で世界平和を達成する」と宣

言したならば、米国は大いに日本に期待し

て在日米軍基地の返還も意外にスムーズに

行くかもしれません。 

 

なお上記、善悪の思考パターンの問題点

については、本 WEB の絵本集および善悪と

いう怪物をご参照下さい。 
 

http://www.j15.org/GoodEvil/index.html
http://www.j15.org/GoodEvil/index.html
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もし日本が米軍基地の返還を目指し

米国の保護国から卒業すると選択する

なら、国防をどうするのか、最低限でも

次の事柄につき国民的な議論が必要と

なるでしょう。 

 

▼国防の基本的な形をどうするの

か？ ―選択５ 

▼国民負担と防衛力も勘案して専守

防衛に徹するのか。どの程度、攻撃

的な戦力を持つか。―選択５の A 
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▼徴兵制／国民皆兵についてはどう

するのか。兵役拒否の代替策は？―

選択５の B 

▼軍事同盟を誰とどう結ぶか。結ば

ないか。―選択５の C 
 

 

非武装 
 

非武装に関しては、どうでしょう。

そもそも以下の選択肢はありうるので

しょうか？ 

 

▼日本を非武装とする。―選択５の D  
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「非武装というのは非現実的である」

という考え方が現代日本では支配的で

す。しかしながら先の戦争の惨禍を体

験された方の中には、非武装を強く主

張される方もいらっしゃいます。僕自

身は非現実的だとは思っていません。

もし恒久的な世界平和が達成されれば

武力など不要なものとなります。つま

り非武装こそがもっとも合理的で現実

的な選択となるでしょう。とはいえこ

れはあくまでも恒久的な世界平和が達

成された後の話です。 
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恒久的な世界平和を達成するために

は、「戦争反対！」などといったお題目

だけでは不足であり、テロ・戦争の原因

をひとつずつ解決していく必要がある

のです。例えば、いくら「夫婦喧嘩は悪

だ！」「夫婦喧嘩反対！」「夫婦は、いつ

も愛し合わなければいけない！」と唱

えたとしても、夫が浮気をすれば夫婦

喧嘩はすぐに勃発するでしょう。逆に

言えば、夫の浮気という原因が無けれ

ば夫婦喧嘩は生じません。テロ・戦争も

また原因があって生じるものです。 
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善悪や愛の命令や過剰生産性の錯覚

は、テロ・戦争の原因となるでしょう。

平和の絵本では、こうしたテロ・戦争の

大元の原因を特定し、その解決を目指

していますが、まだ現実の世界ではこ

うした錯覚が蔓延している状況です。 
 

つまりテロや戦争の原因が現代世界

に存在する以上、日本がテロや戦争の

ターゲットとなる可能性は決して低く

はありません。 

 

米国の基地が返還され日本が非武装

となった後に、「地域の安定のため」に
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周辺諸国の軍隊が日本に進駐してくる

のでは意味がありません。意味がない

という以上に、それは戦争の可能性を

高めるということです（例えば軍事的

に空白地帯となった日本へ周辺諸国の

軍が進駐し、陣取り合戦を始めること

を想像して下さい）。 
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非武装という選択肢は未来のもので

あり、今はまだ時期尚早でしょう。しか

しながらそれは非武装／世界平和とい

う理想を諦めるということでは決して

ありません。我々平和の絵本もまたそ

の夢を信じてコツコツと努力を続けて

いるのです。 

以下の選択肢を示して、この項を終

わります。 

 

▼恒久的な世界平和の達成を目指して

テロ・戦争の原因を一つずつ解決して

行く。 ―選択５の Dの（１） 
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核武装 
 

次は核武装について考えてみましょ

う。 

 核兵器は安上がりで効果的な防衛方

法です。核兵器は７０年以上前の米国

で実用化されたものであり、ローテク

にすぎません。前述の通り、原発があり

プルトニウム等を保持し、人口衛星を

打ち上げることが出来る日本ならば、

核兵器を搭載した大陸間弾道ミサイル

を作ることも簡単です。日本は核拡散

防止条約の加盟国ではありますが、強

引に脱退することも出来ないことでは
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ないでしょう。 

 

核による報復の可能性を担保すれば、

侵略されることはまずありません。つ

まり在日米軍基地がいつ返還されても

核兵器を持ちさえすれば、国防の問題

の大半は解決します。それも安価に、で

す。徴兵制も不要です。中国も南北朝鮮

もロシアも米国も核武装をした日本に

手出しをすることはありません。 

 

しかしながら前述のとおり、核武装

の可能性を残して米国が在日米軍基地
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を返還するでしょうか？ 核兵器を求

める日本は米国にとって、とても恐ろ

しい存在ではないでしょうか。核武装

の可能性を持つ日本から在日米軍基地

が撤退する可能性は、かなり小さいと

僕は個人的に推測しています。 

とはいえ僕の推測は間違っているか

も知れません。以下の選択肢を上げて

おきます。 

 

▼核武装をする。36 ―選択５の E 

 

36 [注] 

●核兵器を持っていてもテロを防げるわけではあり

ません。つまり核兵器で国防の全てを解決できるわ

けではありません。 
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むろん日本の核武装にはマイナス面

も存在します。唯一の被爆国である日

本が核武装をすることは、核廃絶とい

った理想から見れば大きな後退であり、

世界中の人々を落胆させ世界平和を達

成する日もまた遠ざかるかも知れませ

ん。 

しかしながら一方で、テロ・戦争の原

因は核兵器という物体にあるわけでは

なく、核武装をしつつテロ・戦争の原因
 

●核武装が善だ（もしくは悪だ）と主張しているわ

けではありません。 

●こちらは核廃絶をテーマとした絵本です。「一輪の

花（原爆を滅ぼすもの）」 

https://www.j15.org/Picturebook-Atomicbomb/index.html
https://www.j15.org/Picturebook-Atomicbomb/index.html
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を解決していくという道も有り得るで

あろうことを申し添えます。 

 

国土強靭化 

 

 もし専守防衛を選択すれば、戦場は

自国内となります。防衛戦略はそれを

前提に作成する必要があります。 

  

▼自国内が戦場となる想定で、国土を

強靭化し、防衛戦略を作成する。―選

択５の F 
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 以下、ざっと思いつくことをあげて

おきます。大いに議論を盛り上げて頂

ければと思います。  

 

●原発といった危険施設を無くす／都

市から離す／防衛する。 ●要塞化（離

島、戦略拠点。あるいは日本国土そのも

の） ●防空壕／核シェルターの拡充。

●高速道路の出入り口を増やし、アク

セスを線から面へ。 ●大都市の一極

集中から地方への分散。食料・エネルギ

ーなどの地産地消。●ガスマスク／ヨ

ウ素／医薬品／武器／食料／水などの
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備蓄と配布。 ●軍事訓練／救命訓練。 

●地雷／機雷の活用（これらは移動し

ないので防衛型の兵器と考えられる。

ただし放置すれば事故の原因となるの

で無力化の方策も必要）。 ●EMP（電磁

パルス）攻撃への対策。 ●サイバー攻

撃への対策。 ●少子化対策（兵隊数の

確保）。 

  

 ちなみに国土強靭化は自然災害対策

とも多くの点で共通します。優先順位

を考えながら長期的な取り組みをする

ことが必要でしょう。また地方活性化
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は国防に資するだけではなく、国民生

活の向上・経済活性化にも直結するで

しょう。 
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非致死性兵器 
 

非致死性兵器とは、相手を死傷せず

に無力化する兵器のことです。日本を

侵略してくる敵兵であろうと個々の兵

士は命令で動いているだけです。死傷

させずにすめばそれに越したことはあ

りません。敵兵を気絶させて武装解除

するなり、敵の戦車を故障させるなり

出来れば防衛目的は達成されます。 

人を死傷しない兵器は殺人に伴う精

神的なダメージが無く、使う方も気が

楽です。敵の恨みを買わず憎しみの連

鎖を避けることもできます。領海侵犯
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などでも外交関係の無用な緊張を避け

ることが出来るでしょう。また同じ兵

器を輸出するのでも、非致死性兵器の

輸出に特化すれば（兵器であることに

変わりはないので、輸出先・方法など検

討する必要はあるでしょうが）、それは

日本のイメージアップになり、何より

犠牲者を減らすことが出来ます。以下、

選択肢です。 

 

▼非致死性兵器の研究開発を積極

的に進めて、従来の殺傷型の兵器と置

き換えていく。―選択５の G 
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37 

 

37 [注]  

●参考；非致死性兵器  電磁パルス(EMP)・マイク

ロ波（指向性エネルギー兵器） 

●日本は化学兵器使用禁止条約を批准しています

（化学兵器の定義は第二条で定められています）。 

●プロパガンダについて 2023.5 記 

近現代の戦争にはプロパガンダがつきものです。プ

ロパガンダの主目的は自陣営が善で敵陣営は悪であ

ると、出来るだけ多くの人に信じてもらうことにあ

ります。 これは、世界中で実に多くの人々が善悪

（の錯覚）で支配されていることを反映したもので

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%9E%E8%87%B4%E6%AD%BB%E6%80%A7%E5%85%B5%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E7%A3%81%E3%83%91%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%87%E5%90%91%E6%80%A7%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E5%85%B5%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%87%E5%90%91%E6%80%A7%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E5%85%B5%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E5%AD%A6%E5%85%B5%E5%99%A8%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%80%81%E7%94%9F%E7%94%A3%E3%80%81%E8%B2%AF%E8%94%B5%E5%8F%8A%E3%81%B3%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%AE%E7%A6%81%E6%AD%A2%E4%B8%A6%E3%81%B3%E3%81%AB%E5%BB%83%E6%A3%84%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%9D%A1%E7%B4%84
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しょう。 実際、敵陣営を悪と出来るかどうかで、戦

争の勝敗そのものまでが変わってしまうのです。 そ

こで真実は二の次に、都合で決められた善悪をサポ

ートする嘘があふれてしまいます。 仮に上記絵本の

ように非致死性の笑気ガスの類を使用した場合で

も、「日本が毒ガスで何十万人も殺した」と敵側は宣

伝するかもしれず、そうなったとしても全く不思議

ではありません。 国防のためにそうしたプロパガン

ダに備える体制を作る必要があることは言うまでも

ありませんが、嘘に嘘で対抗するのは寂しいもので

す。 より本質的な対策は、人々を善悪（の錯覚）の

支配からそもそも解き放つことでしょう。言うまで

もなく、たかだか人と人との争いを、神と悪魔の戦

いだと思うことは錯覚です。 善悪という怪物（＝心

理トリックの集合体）を退治することは、人々の嘘

を減らすことにつながり、相互理解へとつながり、

平和への道を開くこととなるのです。 
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シーレーン 
 

シーレーン（海上交通路）の防衛につ

いても考えてみましょう。日本は多く

の重要資源を輸入に頼っています。海

賊その他の妨害行為で船の安全な航行

が出来なくなれば、それは重大な存立

の危機となるでしょう。その海上航路

の防衛をどうするのかは国防上、重要

な課題です。 

 

▼シーレーンを誰がどう防衛するのか。

―選択５の Hの（１） 
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海賊の発生地域に地場産業を興すと

いった援助を行い、海賊行為の発生そ

のものを防止するといった対策をする

のか。シーレーンの防衛は自衛隊が中

心となって行うのか。 それともシー

レーンの防衛は適宜、友好国へ外注す

るのか。自衛隊と諸外国との連携で防

衛するのかといったことです。 

さらには、次の選択肢もシーレーン
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防衛との絡みで考えることが出来るで

しょう。 

 

▼エネルギー輸入先の多様化。新エネ

ルギーの開発に取り組み、エネルギ

ー・食料自給率をアップ。―選択５の H

の（２） 

  

前述のロシアとのパイプラインプロ

ジェクトも、シーレーンの防衛／エネ

ルギー調達の多様化という国防問題と

して考えることが出来ます。 
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ここまで国防の様々な選択肢につい

て、見てきました。 

 

合気道の達人の塩田氏は「合気道で

一番強い技は自分を殺しに来た相手と

友達になること」と言われたことがあ

るそうです。友情以上の国防は存在し

ないことをもう一度強調し、国防に関

する項を終わります。  
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日本の未来を予測する 

 

最後に日本の未来に関して、日本人

が選択するであろう、代表的な二つの

シナリオをご紹介します。二つのシナ

リオのどちらが善か悪かではありませ

ん。ただの未来予測です。 

 
 

「選択をしない」という選

択をした場合 

 

この可能性が現状では最も大きいか

も知れません。日本国民が、保護国であ
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るという現状に関して、特に選択らし

い選択をしなかった場合です。 

何も選択しない →当面は楽。現状維持 

→政治・文化・社会システムなど全ての

面で一層の米国化 →米国と軍事一体化 

→米国の敵は日本の敵となり、ある時点

から日本国内でテロが頻発 →人口が密

集する日本におけるテロ被害は甚大な

ものに →原発を続けプルトニウムも保

有し、日本は核武装の潜在的な能力を保

有 →従属的な戦争協力と核武装の可能

性で「悪なる日本が原爆の復讐をするか

も」という米国の不安が持続 →何百年
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たっても在日米軍基地は返還されない 

→日本の民主主義・法治主義・国民主権

は米国（または米国に怯えゴマをする日

本のリーダーたち）の許す範囲に限定 

→国益・国民生活は後回し →周辺諸国

からはバカにされ続ける →日本国民の

自尊心は低く抑えられ社会は陰湿で抑

圧されたものへ →少しずつ日本国は衰

退38 

 

38 [注] 

「少しずつ日本国は衰退」と書きましたが、もちろ

んこれで終わるという意味ではありません。 禍福は

糾える縄の如し。「このままじゃダメだ。変えよう」

と思えば、人々の選択は自ずから変わります。 
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選択をした場合  

 

次は日本人が意識的に選択をする場

合です。現代日本人がもし覚悟を決め

て選択することを決意したなら、色々

と紆余曲折はあるでしょうが、結局は

以下のようになるのではと予想してい

ます。39
 

一切のタブーを捨て国民的な議論を展

開 →米国からの独立／自主防衛という

 

39 [注]2023.5 記 繰り返しますが、（これらの）選択

をすることが正しいことだと言っているのではあり

ません。物事にはタイミングがあるものです。 その

時期も来ていないときに無理に選択をしたとして

も、成功するものではありません。準備をする／待

つ、というのも選択です。 
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未来を選択 →「国民が日本のリーダー

たちをサポートしなければ実現は不可

能」と覚悟 →対米関係が悪化しないよ

うに細心の注意を払いつつ、自己主張は

毅然と →米国の不安（日本人は悪／原

爆の復讐）へ積極的に対応 →原発廃

炉・プルトニウム放棄・核武装放棄宣言 

→平和ブランドの強化 →専守防衛の自

主平和憲法を制定 →攻撃型の兵器は持

たない →非効率な専守防衛を可能とす

るため国民皆兵・徴兵制・国土強靭化な

どに関して国民的な議論 →自分の国は

自分で守る共通認識 →米国は日本の自
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主独立と平和希求の決意に驚き日本を尊

敬 →米軍基地を自主的に返還 →他国と

の軍事同盟は結ばない。国連活動への派

兵も行わない →軍事力以外の方法で世

界の平和を推進 →周辺諸国との交流を

深め地域を安定化 →核保有国との戦力

バランスでは日本が不利 →不利は甘

受。不利なまま毅然と →世界が日本を

尊敬し見習い核軍縮が進む →日本が中

心となって恒久的な世界平和を達成 
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以上です。 
 

 

 

 

あなたは、 

どんな選択を 

されますか？ 
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文中選択肢一覧 

 

 

 

 

対 

 

米 

 

関 

 

係 

 

 

 

 

 

 

選択１ 

  

米国の保護国のまま 

A 日本を進んで米国化するか否か。どの分

野を米国化し、どの分野に関しては、米

国化の圧力に抵抗するか。 

B どの分野に関しては、日本の国益を守

り、どの分野に関しては妥協するか。 

C   米国の戦争に、拒否も含めて、どれだけ

積極的に協力するのか。参戦の原則、判

断をどうするのか。   

選択２ 日本をアメリカ合衆国 51番目の州へ 

 

 

 

選択３ 

在日米軍基地返還。実質的／軍事的に独立 

A 在日米軍基地を力づくで、追い出す。 

B 安保条約の廃棄、または改定によって、

米軍基地を平和に返還。 

(1) 米国の世論へと訴える。 

(2) 在日米軍基地返還のために、周辺

地域も含めて世界を平和にする。 

(3) 在日米軍基地移転に伴う、広範囲
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な経済問題を積極的に解決する。 

(4) 宗教的な錯覚・誤解へ働きかける。 

(5) 原爆の復讐という恐怖心に働きか

ける。 

a 原発・再処理工場の閉鎖。 

b 濃縮ウラン、プルトニウム廃棄。 

c 核武装放棄宣言。 

d ネガティブな影響を最小に。 

(6) 

 

 

「平和ブランド」の利用 

a 後方支援 /戦費負担 /国連の

PKO活動などはどうするのか。 

b 平和主義を掲げた自主憲法の制

定。 
 

 

国 

 

防  

 

 

選択４ 周辺諸国との交流を深め友好関係を促進 

 

 

選択５ 

国防の基本的な形  

A 専守防衛に徹するのか、どの程度、攻撃

的な戦力を持つか。 

B 徴兵制／国民皆兵についてはどうする

のか。兵役拒否の代替策。 
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C 軍事同盟を誰とどう結ぶか。結ばない

か。 

D 非武装にするのか。 

(1) 恒久的な世界平和の達成を目指し

て、テロ・戦争の原因を一つずつ解

決する。 

E 核武装するのか。 

F 国土を強靭化。防衛戦略の作成。 

G 非致死性兵器の開発・利用。 

H  (1) どうシーレーンを防衛するのか 

(2) エネルギー/食料自給率をアップ 

調達先の多様化。 
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あとがき 

 

もし、あなたがこの絵本に示された種々

の選択が重要なことだと思われるなら、他

の方にもご紹介の労を賜りたくお願いい

たします。 

本絵本は、自由にコピーして下さって結

構です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴

う場合を除きます）。また下記ＷＥＢから

は、東郷潤の他の絵本やメッセージをダウ

ンロードすることが出来ます。 
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